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第
４
章 

 

計
画
の
基
本
的
な
考
え
方 

１．基本理念 
 

市民の誰もが幸せであると実感し、安心して生活を送るためには、食生活や運動習

慣等の生活習慣を改善し、健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる

期間である「健康寿命」を延ばすことが大切です。また、健康づくりは、一人ひとり

が自分にあった方法をみつけ、家庭や学校、地域、職場等、社会全体がその取り組み

を支援することが必要です。 

第 3 次計画においては、これまでの「自分の健康は自分でつくる」という市民一人

ひとりの健康づくりを主体として、家庭や地域、学校、関係機関・団体など社会全体

での取り組みを一層進め、市民の一人ひとりが、積極的に健康づくりを実践し、「幸せ

を実感できる生活」をめざします。 

 スローガン 「みんなで健康と幸せをめざして」 
 

 

 市民の一人ひとりが、積極的に健康づくりを実践し、 

            「幸せを実感できる生活」をめざします。 

 

 

 

 

 

２．キャッチフレーズ 
 

本計画では、下記の「健康・幸せ チャレンジ大作戦」のキャッチフレーズを取り

入れ、今後 5年間の各種健康づくり事業に積極的に活用して参ります。 
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